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印制田辺印刷

速い普のことでした。半過の岩鼻と塩尻の岩鼻カ、続いていて、上回盆地は満々と水をたたえた湖でし

た。そのi却lの西恨IJにねずみの大群があらわれて、田畑を荒しておりました。

「中国には 、ねずみが怖カ、る猫とい う動物がいるそ うなり

A人カ、苦心の末につれてきた梢に追われたねずみの群は 、iiiJJの岸の岩山を食ぃゃぶりました。湖の水

は千曲川となって流れ出し、跡は陸地になりました。

川 を流れたねずみの群がうちあげられた所が、今の坂城町鼠(ねずみ)だということです。
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市民と市長の日
「市民と市長の日」を11月l日(水)午前
9時から午後4u寺まで市役所3階市長
室で行いますので、お気軽におでかけ
くださし、。

農地問題相談日
良地の問題で↑i並んでいる皆さ ん、11
月1日附午前8時30分から午後 5時ま
で市役所2階農業委員会ギ務局で「農
地問題相談」を行一いますので、お3L軽
におでかけください。



土
木
な
ど

重

点

に

補

正

〔

9
月
定
例
市
議
会
終
る
〕

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
学
校
施
設
を
開
放
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
「
上
田

市
立
学
校
体
育
施
設
の
開
放
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
、
林
業
の
構
造
改
善
の

計
画
立
案
や
事
業
実
施
を
調
査
審
議
す
る
審
議
会
を
設
置
す
る
「
附
属
機
関
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
。
財
政
の
健
全
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
す
る

一
般
会
計
特
別
会
計
補
正
予
算
。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
の
人
事
案
件
、

一
般
消
費
税
新
設
反
対
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
三
十
三
議
案
が
審
議
さ
れ
、
学

校
給
食
施
設
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い
か
審
議
し
て
い
た
だ
く
「
上
田
市
立

小
中
学
校
給
食
施
設
改
善
審
議
会
条
例
」
が
継
続
審
議
と
な
っ
た
の
を
除
き
、

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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予

算

マ
補
正
予
算

一
般
会
計

九
億
六
千
三
百
七
十
四
万
三
千
円

特
別
会
計

四
千
四
百
十
七
万
五
千
円

マ
予
算
総
額

一
般
会
計

百
三
十
六
億
一
千
三
百
五
十
万
五

千
円
。

特
別
会
計

四
十
六
億
四
千
五
百
九
十
七
万
六

千
円
。

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

ム

〕
般
会
計

号一

〈
総
務
費
〉

成
沢
定
平
さ
ん
(
東
京
都
)
か
ら
ご

寄
付
い
た
だ
い
た
土
地
を
売
却
、
財
産

収
入
と
し
、
財
政
調
整
基

金

(
自
然
運

動
公
園
基
金
)
へ
積
立
ま
し
た
。
自
治

会
防
犯
灯
電
気
料
補
助
金
、
応
急
工
事

用
工
事
費
な
ど
に
一
億
二
千
五
百
万
五

千
円
。
〈
民
生
費
〉

精
神
薄
羽
者
更
生
施
設

「
か
り
が
ね

学
園
」
(
真
田
町
)
建
設
補
助
金
、
産

院
事
業
会
計
負
担
金
、
福
祉
住
宅
内
部

改
修
工
事
費
、
在
宅
老
人
リ
ハ
ビ
リ
テ

イ
シ
ヨ

ン
輸
送
車
購
入
費
、
新
東
部
保

育
園
備
品
購
入
費
な
ど
に

三
千
五
百
二

十
六
万
六
千
円
。

《
衛
生
費
》

上
小
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
、
上
田

市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
負
担
金
、
大

星
斎
場
組
合
負
担
金
、
上
田
市
真
田
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
負
担
金
、
じ
ん

か
い
収
集
車
購
入
費
な
ど
に
七
千
七
百

九
十

一
万
二
千
円
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

条

例

マ
上
田
市
立
学
校
体
育
施
設
開
放
に
関

す
る
条
例
ム

最
近
、
各
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

曜
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
市

民
の
融
和
と
辿
帯
感
を
高
め
る
た
め
に

学
校
の
体
育
施
設
を
大
勢
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
制
定
し
ま
し

た。マ
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改 管理棟の予算もつき建設が進む自然

運動公園50mプール

種
子
共
同
購
入
事
業
、
転
換
水
田
整

備
事
業
、
集
団
営
農
機
械
施
設
整
備
事

業
、
家
畜
市
場
移
転
事
業
、
浦
里
北
部

ほ
場
整
備
事
業
、
塩
田
地
区
土
地
利
用

担
集
団
営
農
推
進
事
業
、
麦
作
集
団
育

成
総
合
対
策
事
業
な
ど
の
補
助
金
。
同

和
地
区
か
ん
が
い
用
水
改
修
工
事
費
、

非
補
助
土
地
改
良
事
業
費
な
ど
に
三
億

七
千
三
百
六
十
八
万
一
千
円
。

〈
商
工
費
〉

市
民
会
館
身
障
者
用
便
所
等
改
修
工

事
費
、
長
野
県
信
用
保
証
協
会
、
商
工

中
金
長
野
支
庖
へ
の
預
託
金
な
ど
に
六

千
六
百
六
十
六
万
二
千
円
。

〈
土
木
費
〉

花
園
新
参
町
線
歩
道
新
設
工
事
費
、

諏
訪
形
一
号
踏
切
改
良
負
担
金
、
県
道

工
事
地
元
負
担
金
、
道
路
維
持
補
修
工

事
費
、
河
川
用
悪
水
路
改
修
工
事
費
、

正
ム林
業
構
造
の
改
善
に
必
要
な
事
業
の

計
画
立
案
や
実
施
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め
改
正
し

ま品

1ν

た
。

マ
上
田
市
農
業
委
員
会
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
ム

良
政
部
会
は
、
任
意
部
会
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
の
振
興
な

ど
農
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
調
資
審
議

を
し
て
い
た
だ
く
重
要
な
部
会

の
た
め

新
た
に
設
置
し
例
成
す
る
た
め
改
正
し

キ
φ
!
」
れ
~
。

新
参
町
下
郷
線
用
地
費
、
自
然
巡
動
公

園
工
事
費
な
ど
に
一
億
七
千
六
百
九
十

二
万
六
千
円
。

〈
消
防
費
〉

ス
ノ
|
ケ
ル
車
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
負

担
金
、
消
防
水
利
施
設
整
備
事
業
工
事

費
な
ど
に
一
千
九
百
二
十
一
万
二
千
円
。

〈
教
育
費
〉

各
小
・
中
学
校
備
品
購
入
費
お
よ
び

営
膳
工
事
費
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
設

計
委
託
料
、
図
書
館
図
書
購
入
費
な
ど

に
八
千
十
七
万
三
千
円
。

〈
災
害
復
旧
費
〉

七
月
八
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
農
道

水
路
、
林
道
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
費

七
百
八
十
二
万
六
千
円
。

意
見
書

国
民
の

日
常
生
活
に
大
き
な
彬
特
の

あ
る
陸
上
公
共
輸
送
に
つ
い
て
、
円
削

な
維
持
整
備
の
推
進
施
策
が
望
ま
れ
ま

す
が
、
特
に
新
幹
線
鉄
道
の
建
設
、
地

域
公
共
機
関
の
整
備
拡
充
な
ど
に
つ
い

て
全
国
総
合
交
通
体
系

の
確
立
を
促
進

す
る
た
め
、
①
陸
上
公
共
輸
送

の
維
持

整
備
を
図
る
た
め
「
陸
上
公
共
輸
送
整

備
特
別
会
計
」

の
創
設
②
新
幹
線
慾
備

計
画
五
線
の
早
期
着
工
③
地
方
生
活
路

線
の
整
備
拡
充
の
恭
本
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
を
政
府
に
強
く
要
望
し
た
「
陸

上
公
共
輸
送

の
維
持
捺
備
に
閲
す
る
立

見
汚
」
な
ど
三
件

の
立
凡
乃
を
奴
択
し

ま
し
た
。
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戸籍・住民票の写しなど

市役所・支所どこでも発行

く模写電送装置を設置〉

日
以
近
、
史
殿
地
区
に
お
住
い
の
方
か

ら

「
先
日
、

一定
々
公
社
に
行
っ
た
と
き

7 ーベ3)一一一昭和53年10月16日 広報

住
民
票
が
必
要
に
な
り
、
隣
り
あ
わ
せ

の
市
役
所
市
民
課
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

管
轄
迷
い
だ
か
ら
豊
地
支
所
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
・
:

な
ぜ
、
上
田
市
の
住
民
が
市
役
所
で

用
事
が
た
り
な

い
の
か
、
住
民
票
き
え

11月 6日からの実施に備え、すえつけ

た模写電送機のテストを行う市職員

も
ら
え
た
ら
そ
の
場
で
用
事
が
済
ん
だ

の
に
、
腹
立
た
し
き
を
感
じ
て
帰

っ
て

き
ま
し
た
」
と

の
ご
立
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
市
役
所
で
、
戸
籍
、
住

民
票
の
写
し
な
ど

の
証
明
が
間
に
合
わ

ず
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
人
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

十

一
月
六
日
間
か
ら
は
、

日間
写
屯
送

装
置

の
導
入
に
よ
り
、
市
役
所
市
民
課

盟
股
・
塩
田

・
川
西
の
各
支
所
住
民
課

ど
こ
で
も
届
出
や
前
求
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

豊
川
収

・
塩
田
・

川
西

地

区

の

皆

さ

ん

戸

籍

・
住
民
票
の
写
し
に
限

っ
て
盟

が
買
物

の
つ
い
で
に
市
役
所
市
民
課

へ

殿
・
塩
田

・
川
西
の
各
支
所
で
は
、
あ

お
い
て
い
た
だ
い
て
も
手
続
き
で
き
ま
ら
か
じ
め
電
話
で
受
付
し
て
い
ま
す
の

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

で
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

市

役

所

市

民

課

と

各

支

所

ど

こ

で

も

盟

殿

支

所

包
@
四

O
O
一

受
付
る
届
出
や
泊

求

は

塩

田

支

所

宮
@
三

0
0
0

戸
籍
・

住
民
票
の
写
し
。
印

鑑

登

録

川

西
支
所
宮
@
二

O
O
二

ロ

貝

附

職
人
事
異
動
川

市

川

け

部
長
級

マ
総
務
部
長
塩
崎
正
人
(
企

画
財
政
部
長
)
マ
企
画
財
政
部
長

小

菅

伝

(
農
政
部
長
)
マ
商
工
部
長

堤

強

(
福
祉
事
務
所
長
)
マ
建
設
部

長

小

宮

山

好

大

(
総
務
部
長
)
マ
福

祉
事
務
所
長

小
林

優
(
水
道
局
長
)

マ
水
道
局
長
北
沢
豪
(
商
工
部
長
)

マ
農
政
部
長
赤
沼
袈
裟
重

(
庶
務
課

長
)

マ
塩
田
支
所
振
興
課
長
事
務
取
扱

合
沢
彦
夫

(
庖
田
支
所
長
)

課
長
級
マ
庶
務
課
長
佐
藤
次
雄
(
管

理
課
長
)

マ
収
税
課
長
中
村
万
色
男

(
川
西
支
所
住
民
課
長
)
マ
管
理
謀
長

派
原
袈
裟
男

(
社
会
教
育
課
長
)
マ
福

証
明
書
の
請
求
。
戸
籍
の

届
出

(
死
亡

出
生
、
結
婚
、
離
婚
な
ど
)
転
入
・
転

出
・
転
居
の
届
出
。
国
民
健
康
保
険、

国
民
年
金
の
加
入
・
脱
退
。

戸
籍
・
住
民
票
の
写
し
は

各
支
所
で
電
話
受
付

祉
事
務
所
付
酒
井
忠
男
(
報
恩
察
長
)

マ
兼
ね
て
塩
田
支
所
住
民
課
長
武
田

茂
美

(
塩
悶
支
所
総
務
課
長
)
マ
兼
ね

て
川
西
支
所
住
民
課
長
栗
林
宗

二

川

西
支
所
振
興
課
長
)
マ
教
育
委
員
会
事

務

局

付

塩

見

泰

夫

(
収
税
課
長
)
マ

社

会

教

育

課

長

山

浦

勇

(
塩
田
支

所
住
民
課
長
)
マ
報
恩
察
長
逢
坂
夜

茂
男

(家
屋
係
長
)

係
長
級

マ
家
屋
係
長
柄
沢
荘

二

公

窓口
係
長
)
マ
公
害
係
長

A
H
葉
嘉
雄
(
収

税
課
主
命
)

主
査
級

マ
市
民
税
課
主
任
問
尾
英

子

(
国
民
年
令
謀
主
任
)
マ
市
民
課
主

伐

田

中

徳

弘

(
収
税
諜
主
命
)
マ
消

防
郎
総
務
課
主
上
旬
中
村
昭
三

(
庶
務

課
主
命
)

依
願
退
職

マ
斉
藤
満
陸
(建
設
部
長
)
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お知らせ

「清掃奉仕の形で国体に参加しようと」

:11日(水)上田市日赤奉仕団約60名が国体
j会場までの主要道路の清掃、草刈りを

;行いました。また、同奉仕団は、国体

;期間中も上回公園内の清掃も行~¥ます。
.L_ ......._..__........_....，. 

従
業
員
の
定
着
化
に

中
退
金
制
度
に
加
入
し
よ
う

え

問
H
中
退
令
制
度
と
は
ど
ん
な
し
く

み
の
も
の
で
す
か
。

答
H
い
や
業
主
が
中
小
合
業
込
峨
令
北
ハ

怖
が
業
団

(以
下
中
退
金
と
い
う
)
と

退
職
金
共
済
契
約
を
結
び
、
毎
月
、
従

業
員
ご
と
に
決
め
た
掛
金
を
近
く
の
金

融
機
関
に
納
め
、
従
業
員
が
退
職
し
た

と
き
に
、
事
業
主
に
か
わ
っ
て
事
業
団

が
所
定
の
退
職
金
を
直
接
そ
の
従
業
員

に
支
払
う
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
H
制
度
の
特
色
と
し
て
は
何
が
あ

り
ま
す
か
。

つー第 777号 (肘諸説斜)一一一広報

申
掛
金
免
税
・
融
資
な
ど
市

答
日
中
退
金
に
納
め
た
掛
金
は
、
法

人
の
場
合
は
預
金
、
個
人

の
場
介
は
必

袋
椛
伐
と
し
て
全
額
免
税
に
る
り
ま
す
。

ま
た
、
経
滅
さ
れ
る
税
額
は
、
地
方

号一

〈
申
込
み
・
お
閉
会
せ
〉

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す

机
を
含
め
る
と
掛
金
額
の
約
半
分
に
あ

た
り
ま
す
の
で
、
半
業
主
の
実
質
負
判

は
そ
れ
だ
け
軽
く
な
り
ま
す
。

三
年
以
上
掛
金
が
納
付
さ
れ
て
い
る

従
業
員
が
退
職
し
た
と
き
、
そ
の
従
業

員
の
退
職
金
に
掛
金
の
納
付
月
数
に
応

じ
て
、
二
疋
の
国
庫
補
助
金
が
つ
き
ま

す
。
返
職
金
は
、
勤
続
年
数
の
長
い
人

に
多
額
に
文
払
わ
れ
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
従
業
員
の
定
着
を
図

る
う
、
え
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
の
た
め
の
社
宅
、
独

身
寮
、
更
衣
室
、
休
養
室
な
ど
の
福
利

厚
生
施
設
を
つ
く
る
場
介
に
、
長
期
で

低
利

の
資
金
を
借
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
企
業
は

従
業
員
数
例
人
以
下

問
H

と
ん
な
企
業
で
も
加
入
で
き
ま

す
か
。

答
H
常
時
雇
用
し
て
い
る
従
業
員
が

三
百
人

(
卸
売
業
百
人
、

小
売

・
サ
ー

ビ
ス
業
五
十
人
)
を
こ
え
る
い
企
業
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入
す
る
と
き
は

全
従
業
員
を
加
入
さ
せ
な
け
れ
ば
る
り

ま
せ
ん
が
、
期
間
を
定
め
て
雇
用
し
て

い
る
臨
時
の
従
業
員
な
ど
は
、
加
入
さ

せ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
役
員
で
も
、
支
庖
長
や
営

業
部
長
な
ど
の
人
は
従
業
員
と
し
て
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
H
毎
月
の
掛
金
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。
ま
た
、
予
続
き
方
法
は
、

答
H
叶
全
は
、
従
業
員
ご
と
に
決
め

ま
す
が
、
事
業
主
が
全
額
負
判
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

掛
金
の
杭
類
は
、
月
額
八
百
円
か
ら

一
万
円
ま
で
十
九
腕
頒
あ
り
ま
す
の
で
、

勤
続
年
数
、
給
与
あ
る
い
は
世
間
相
場

に
あ
っ
た
も
の
を
選
べ
ま
す
し
、
掛
金

は
い
つ
で
も
削
傾
で
き
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
泣
く

の
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
へ
申
込
汗
と
巾
込
全
傾
を

2

2

西
中
)

一

税

金

を

納

め

て

一

〈
地
方
事
務
所
長
賞
〉

一

明

る

い

あ

し

た

の

社

会

一

市

川

竜
司
さ
ん

(一

中
)
、
上
原
美

一

奈
子
さ
ん
(
二
中
)
、
大
矢
ま
ゆ
み
さ

一
〈
納
税
標
語
入
選
者
を
表
彰
ふ

ん
さ
一
中
)
、
安
藤
雅
子
さ
ん
(
四
中
)

中

若

林

和

子

さ

ん
(
五
中
)
、
中
村
文
則

市
内

の
中
学
三
年
生
に
、
社
会
学
習
さ
ん
(
塩
田
中
)
、
市
川

聡
さ
ん
(川

の

一
明
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
西
中
)

税
金
の
意
義
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
〈
市
長
賞
〉

も
に
、
納
税
者
の
意
識
の
高
崎
を
図
ろ
浜
村
理
佳
さ
ん
、
近
藤
ま
り
子
さ
ん

う
と
「
納
税
標
語
」
を
募
集
し
た
と
こ
白
倉
正
宏
さ
ん

(
以
上

一
中
)
、
松
原

ろ
、
一
千
二
百
二
十
二
点
の
応
募
が
あ
茂
さ
ん
、
原
由
美
子
さ
ん
、
小
林
隆

リ
、
似
重
に
審
貸
し
た
結
果
、
次
の
と
彦
さ
ん
(
以
上
二
中
)
、
林

三
鈴
さ

お
り
入
選
者
が
き
ま
り
、
賞
状
と
副
賞
ん
、
飯
島
忠
美
子
さ
ん
、
吉
沢
美
山
崎
さ

を
贈
り
ま
し
た

。

ん

(

以
上
三
中
)
、
槙
田
孝
夫
さ
ん
、

〈
税
務
署
長
賞
〉

償
山
英
俊
さ
ん
、
中
山
治
美
さ
ん

(
以

長
峰
谷
子
さ
ん

ご

中
)
、
小
沢
克

上
田
中
)
、
小
林
紀
子
さ
ん
、
小
林
奈

己
さ
ん

(二
中
)、

滝
沢
広
一
さ
ん
(三

市
子
さ
ん
、
中
沢
武
さ
ん

(
以
・仁任

中
)
、
矢
野
孝
子
さ

ん

(
凹
中
)
、

大

中

)
、
林
篤
さ
ん
、
欽
久
保
修
さ
ん

以
い
ゴ
み
さ
ん
(
弘
中
一
、
白
川
博
十
柏
町
ユ
と
り
さ
ん
-
以
上
胤
問
中

さ
ん
F

嵐
田
中
)
、
久
松
盟
さ
ん
(
川
旧
明
治
幸
さ
ん
、
桃
山
秀
子
さ
ん
、
丙

一
人
二
千
円
を
添
、
え
て
市
役
所
二
階

市
役
所
六
階
大
会
議
室。

添
え
て
巾
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
中
返
全
は
、
小
小
h
I

業
の
経
営
者
と
従
業
員
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
、
毎
月
わ
ず

か
な
掛
金
で
将
来
多
額
の
退
峨
全
が
用

意
で
き
る
大
変
便
利
な
制
度
で
す
の
で

多
く
の
企
業
の
加
入
を
お
納
め
し
ま
す
。

お
問
合
せ

H
労
政
課

(
宮
@
凶

一
0
0

内
線
三

O
七
)
東
い
労
政
下
務
所

(
宮

@
二
ハ
二
九
)

沢
俊
樹
さ
ん
(
以
上
川
西
中
)

一
茶
道
・
民
謡
教
室
の
一

一

生

徒

募

集

一

一

〈

青

少

年

ホ

l
ム
〉
一

両
教
宅
と
も
対
象
者
は
、
二
十
五
歳

ま
で

の
人
て
す
。

マ
茶
道
教
室
ム

コ
ー
ス

H
持
川
一
月
眼
目

定

員

H
男
女
各
六
名

期

川

H
十

一
月
か

ら
翌
年
了
一
月

締

切

H
十
月
:
一
十

H
m

マ
民
語
教
室

ム

コ
ー
ス

H
初
迎
火
曜
日

定

員

H
男
女
作
十
名

期

間

H

卜
今
月
か
b

翌
年
-
-
月

締

切

H
1
月
二-
十
円
川



を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

一
人
二
千
円
を
添
、
え
て
市
役
所
二
階

〈
資

格

〉

下

水

道

課

へ

十

一

月

十

日
幽
ま
で
に
申

1
、
高
等
学
校
(
旧
制
中
学
校
を
含
む

)

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
同
等
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
〈
試
験
の
範
囲
〉

た
人
で
、
管
工
事
の
設
計
、
ま
た
は
上
田
市
下
水
道
条
例
、
同
条
例
施
行

z

監
督
に
三
年
以
上
の
経
験
の
あ
る
人
。

規
則
、
上
田
市
下
水
道
指
定
庖
規
則
、

-

2
、
管
工
事
業
務
に
五
年
以
上
の
経
験
下
水
道
法
の
一
般
的
知
識
。
上
田
市
下

一

が

あ

る

人

。

水
道
施
行
基
準
、

ビ
ニ
ー
ル
配
管
施
行

一

〈
必
要
書
類
〉

基

準

、

測
量

・
水
理
学
の
基
礎
学
科
。

一

受
験
願
書
、
履
歴
書
、
住
民
票
、
卒
〈
試
験
日
〉

一

業
証
明
書
(
受
験
資
格
1
の

人

)

、

実

十

一

月

三

十

日
附
午
前
九
時
か
ら
十

上
田
市
下
水
道
指
定
工
事
庖
規
則
に
務
経
験
証
明
書
、
写
真
ラ
イ
カ
版
二
枚
二
時
ま
で
。

よ
る
「
下
水
道
主
任
技
術
者
資
格
試
験
」
〈
受
験
料
・
申
込
締
切
〉

〈

会

場

〉

電

機

髭
藤
隆
震
接
援
銭
齢
か
一

一

の会

、磁附
ぷ
崎
明
議
wg凶
H
想
、

，

一
大

-J

9

-

4

一

一

一

日

第

一
回

老

人

文

化
祭

…

比

コ

市

内

の
老
人

の
皆

さ

ん

が

今

ま

で

一

生
懸
命

一

樹

に
作
ら
れ
た
作

品

、

芸
能
、

園

芸

品

な

ど

を

、

一

払

老

人

福

祉

セ

ン
タ
ー

い

っ
ぱ

い

に

陳

列

発

表

す

…

炉

る
「
老
人
文
化
祭
一
が
左
記
に
よ
り
盛
大
に
開
催
一

わ

さ

れ

ま

す
。

…

会

今

年

は

福

寿

ク

ラ

ブ

連

合

会

と

市

社

協

お

よ

一

盛

び

老
人

の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推

進

協

議

会

の

一

共

催

で

行

い

ま

す
。

…

〈
と
き
〉

十

月

二
十

一
日
出

午
前

九

時

j
午

後

四
時

一

十

月

二

十

二

日
目

午

前
九
時

i
午

後

三

時

一

〈
と
こ
ろ
〉

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

一

当

日
は

参

観

者

の

た

め

に

上

田

駅

か

ら

老

人

…

福

祉

セ
ン
タ
ー
ま
で
無
料
で
輸
送
パ
ス
を
ピ
ス

一

ト
ン
運
転
い
た
し
ま
す
。

一

マ
城
南
公
民
館
:
・
十
九

日

史

蹟

め

ぐ

り

一

上

野

が

丘

公

民

館
・:
二

十
日
豊

殿

老

人

会

一

t:一一一一/附27I1 12fJ 22日1- h3M郷便物ll~r) 第 777号一

〈
申
込
み
・
お
閉
会
せ
〉

ヒ
田
市
勤
労
山
少
年
ホ
ー
ム

(
宮
@

七

一一

七
)

下
水
道
主
任
技
術
者

資
格
試
験
実
施

円
月
刊
日
嗣
市
役
所

え

老人のための

明るいまちだより

つ一(5)一一一昭和53年10月16日 広報

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高

め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

羽
問
川一一

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
燈
火
親
し
む
候
と
な

J

す

一一

り

ま

し

た
。

こ
の
秋
に
丈
夫
な
体
を
つ
く

…
て

一

り

、

楽
し
い
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
い
た

J

気
叫i

し
ま
し
ょ
う
。

一元一一

J

おJ
H

一

上
田
市
中
学
校
長
会

長

倉

沢

和

夫

(
推
進
協
議
会
委
員
)

市
役
所
六
階
大
会
議
室
。

〈
お
問
合
せ
〉

下
水
道
課
普
及
係

(
宮
@
四

一
0
0

内
線
三
五
七
)

中
働
〈
青
少
年
の
皆
さ
ん

中

一
テ
ニ
ス
大
会
に

一

一

参
加
し
よ
う
一

中

〈

青

少

年

ホ

l
ム
V

中

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市
内
の
事

業
所
で
働
い
て
い
る
二
十
五
歳
ま
で
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
次
に
よ
り
「
テ

ニ

ス
大
会
」
を
聞
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

と
き

・
と
こ
ろ

l
十
月
二
十
九
日
岡
市

営
西

コ
l
ト
。

種

目

l
初
級
(
経
験
一
年
以
内
)
。

中
級
(
経
験
三
年
以
内
)

〈軟
式
テ

ニ
ス
〉

と
き
・
と
こ
ろ

l
十
一
月
十
二

日
間
市

営
西
コ

l
ト
。

種

目

1
初
級
(試
合
経
験
の
な
い
人
)

中
級
。

〈申
込
締
切
・
受
付
先
〉

大
会
当
日
の
二

目
前
ま
で
に
、
上
田

市
勤
学
青
少
年
ホ

l
ム
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
(
宮
@
七
一
一

七
)

と :&.:. :..:IE..:~~中~

且ーみ

1 回全
五 生基

i釦
旦 室き
平 開'
竺 く
時 国中中中山揖

三
十
分
l
同
三
時
三
十
分
。

と
こ
ろ

1
上
回
合
同
庁
舎
六

O
一
・
六

O
ニ
会
議
室
。

内

容

1
講
演
「
真
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
食
生
活
」

講
師
l
神
津
博
子
さ
ん
(
社
団
法

人
長
野
県
栄
養
士
会
会
長
)

一
体
力
年
齢
を
は
か
ろ
う

一
日
曜
広
場
で
体
力
測
定

中

川

月

幻

日

午

前

日

時

十
月
二
十
二

日
間
午
前
十
一
時
か
ら

海
野
町
日
曜
広
場
で
体
力
測
定
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
体
力
を
計
っ
て
健
康
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

海
野
町
商
庖
街
振
興
組
合
事
務
局
(
宮

@
九
三
O
一
)
か
、
上
回
ケ
ー
ブ
ル

ビ

ジ
ョ
ン
(
宮
@
一
六

O
O
)
へ
お
閉
会

せ
く
だ
さ
い
。

高年齢者職業相談室は

2階東側に移り /した
お気軽にご相談くだEい

高年齢者職業相談品、 二 階東側
に移りましたので、お為都 りになら
ない皆さんは、一階ロt.'-f-入口にあ
る受付でお聞きください，
九月に入り、人を求める事業所が
ややふえてきました。就職を希望さ
れる皆さんは、お気軽にお出かけ〈
fごさし、。
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国体出場選手を激励
十
月
七
日
、
上
田
市
民
会
館
で
、
第

三
十
三
回
国
民
体
育
大
会
を
成
功
さ
せ

る

「ス
ポ
ー
ツ
上
田
市
民
の
集
い
」
が

行
わ
れ
、
約

一
千
人
の
市
民
が
集
ま
り

国
体
出
場
選
手
を
激
励
す
る
と
と
も
に

国
体
を
盛
リ
あ
げ
成
功
さ
せ
る
こ
と
を

替
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

上
田
市
を
代
表
し
て
出
場
す
る
選
手

は
、
上
回
会
場
で
行
わ
れ
る
軟
式
庭
球

を
は
じ
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
馬
術
、

陸
上
、
サ
y

カ
ー
な
ど
十
三
競
技
に
五

十
九
人
が
出
場
し
ま
す
。

こ
の
中
で
、

陸
上
の
減
純
江
、
馬
術

の
金
子
政
夫

両
選
手
な
ど
は
優
勝
候
補
に
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
合
宿
な
ど
の
た
め
全
選

手
は
そ
ろ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
約
三

十
人
が
白
地
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
長
野
県

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
で
ス
テ
ー
ジ
に
あ
が

り

一
人

一
人
紹
介
さ
れ
、

市
民
か
ら
激

励
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、
直
径
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

「
た
る
」
を
威
勢
よ
く
打
ち
鳴
ら
す
「
ま

す
ら
お
太
鼓
」
や
郷
土
民
踊
な
ど
が
ス

テ
ー
ジ
せ
ま
し
と
繰
り
広
げ
ら
れ
、
国

体
ム
|
ト
を
盛
り
あ
け
ま
し
た
。

さ
れ
た
「
や
ま
び
こ
の
火
」
は
、
十
月

十
四
日
、
松
本
市
で
再
び
一
つ
の
火
に

えつ一第777号 (思??;品目指号)一一一広報号一

会
式
で
矩
火
台
に
点
火
さ
れ
、
現
在

あ
か

短火「繋明の火」を採火

矩火リレー市内を走る

された上田の火(手前のランプ)に「繋
明(れいめい)の火」と名命する石井市長

伊帯 市伊

市民の声援を受け

国体を盛りあげ

修
wwで

採
火
さ
れ
た
火
を
、
市
役
所
玄
関
前

で
「
上
小
広
域
圏
の
火
」
と
し
て
一
つ

に
集
火
、
翌
七
日
、
塩
尻
市
の

旧
御
射

山

(
も
と
み
さ
や
ま
)
へ
、

こ
こ
で
県

下
十
の
広
域
市
町
村
圏
か
ら
集
め
ら
れ

た
火
を
一
つ
に
集
火
し
、
矩
火
「
や
ま

び
こ
の
火
」
と
命
名
さ
れ
た
後
、
再
び
十

の
火
に
分
火
さ
れ
、
十
の
広
域
圏
内
を

十
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
姫
火
リ
レ

ー
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
市
で
も
、
八

日
午
前
十
時
に
市

役
所
前
を
7

7

さ
ん
テ
ニ
ス
の
皆
さ
ん

十
五
名
に
よ

っ
て
出
発
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
市
内
各
地
を

リ
レ
ー
し
真
田
町

へ
バ

ト
ン
タ

ッ
チ、

そ
の
後
上
小
広
域
閤
内
を
リ
レ

ー
さ
れ

十
二
日
、
斤
木
村
か
ら
雨
ひ
上
岡
市
に

対
け
ま
し
た
存
広
域
脳
内
を
リ
レ
ー

国
体
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
恒
火
(
き

よ
か
)
は
、
十
月
六
日
、
信
濃
国
分
寺

史
跡
公
園
で
「
上
田
市
の
火
」
と
し
て

レ
ン
ズ
で
太
陽
光
線
か
ら
採
火
、
石
井

市
長
に
よ

っ
て
「
繁
明

(
れ
い
め
い

)

の
火
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た

同
日
午
後
、
上
小
地
区

の
各
市
町
村

町
士
口
治

(
中
央
五
)
、
坂

口
和
法

(秋

マ
選
手

1
千
野
雅
男

(
塩
田
新
町
) 崩菖にならんた宵民の皆さんの声援を受けて走る短火リレー

走者(市川西支所→)11西中学校聞を走る川西中の皆さん)

十
一
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左

表
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
す

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

会 上田ン市タ健康ー 市祉川西社会福
場f セ センター

塩回全区

対
象 50年10月生 50年ト6月生

児

10日

=歳児検診日程表乳児検診日程表

会場
上田市健康セ ンタ ー 市梅田支所二際会員宅

市川西社会

福祉セ〆1-

対
4か月児 9か月児 1歳半児 4.9か月児 l歳半児 l歳半児

~ 
53年 7月生 52年4月生 52年4月

見1 53年7月生 53年 2月生 52年5月生 53年 2月 52年 5月 52年 5月生

地区空t日市内T|!日市内空t日市内 復回全区 泡回全区 川西全区
11月 15日 22日 7日 21日 29日 14日

マ
選
手

l
斉
藤
和
彦
(
中
央
二
、
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さ
れ
た
「
や
ま
び
こ
の
火
」
は
、
十
月

十
四
日
、
松
本
市
で
再
び
一
つ
の
火
に

集
火
さ
れ
た
後
、
岡
市
で
行
わ
れ
た
開

会
式
で
矩
火
台
に
点
火
さ
れ
、
現
在
、

あ
か
あ
か
と
秋
晴
れ
の
青
空
を
背
に
燃

え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

え

町
吉
治
(
中
央
五
)
、
坂
口
和
法
(
秋

マ
選
手

1
千
野
雅
男
(
塩
田
新
町
)

マ
選
手

1
斉
藤
和
彦
(
中
央
ご
、

和
)
、
入
江
公

一

(
常
磐
城
二
、

小

〔

重

量
挙
げ
〕

宮
川
浩
行
(
蒼
久
保
)

山

功
(
常
磐
城
三
)
、
箕
輪
篤
男
(
新

マ
監
督

1
飯
島
久
雄

(
常
磐
城
五

)

〔
軟
式
庭
球
〕

回
)
、
塚
田
栄
一
(
上
塩
尻
)
、
間
島

マ
コ

l
チ

1
田
中
好
喜
(
中
之
条
)
マ

選

マ

選

手

1
小
林
哲
三
(
中
央
北
こ

博

幸

(
小
泉
)
、
小
山
寿
一
(
西
丘
)

手

l
石
井
克
宣
(
秋
和
)
、
丸
山
隆

敏

花

岡
和
儀
(
国
分
)
、
松
山

泊
、
市

金
井
健
二
、

山
崎
善
仁
(
以
上
、
上
回
東
(
上
回
千
曲
高

校

生

)

水

健

一

(

以
上

、
上
回
千
曲
高
校
生
)

高
校
生
)
、
赤
沼
秀
幸
(
上
回
城
南
高

〔

硬

式

庭

疎

〕

(

卓

球

〕

校
生
)

マ
監
督

1
滝
沢
助
右
衛
門

(中
央
西

マ

監

督

1
戸
田
忠
雄
(
上
田
高
校
教

〔
馬
術
〕

二
)

マ
コ

l
チ
l
伊
藤
祐

一
(
中
央

二

諭

)

マ
コ

l
チ
l
武
藤

勇

(

前

山
)

マ
選
手

1
金
子
政
夫
(
常
国
一
こ
、

マ
選
手

1
小
林

章

(

上
回
染
谷
丘
高

マ
選
手

l
召
回
祐

治

(
小
県
東
部
高
校

郷
土
の
名
営
を
担
っ
て
、
上
田
市
か
校
教
諭
)

マ
コ

l
チ
l
白
鳥
隆
夫
(
上

山
下
卓
秀
(
材
木
町

二

校

教

諭

)

、

小
林
竜

男

(
中
央

五

)

、

生

)

ら
次
の
五
十
九
人
の
監
督
、

コ
ー
チ

、

回

染

谷

丘

高

校

教

諭

)

細

田

紀

二

上

〔
相
撲
〕

小
林
洋

一

(
中
央
二
)

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〕

選
手
が
参
加
、
十
月
十
六
日
か
ら
県
下

回
高
校
教
諭
)

マ
選
手
H
H
松
尾
弘
(
上

マ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

l
藤
作
敏
雄
(
緑

〔ホ

ッ
ケ

ー

〕

マ

監

督

l
宮
本
態
一
(
上
回
染
谷
丘

各
地
で
全
固
め
精
鋭
と
熱
戦
を
繰
り
広
田
高
校
生
)
、
騰
野
絹
子
(
第
三
中
学
が
丘
三
)
、

マ
監
督

1
竹
内
正
雄
(
東

マ
選
手

1
渡

辺

信

行

(

天

神

二

高

校

教

諭

)

マ
選
手
H
H
小
山

稿
、
馬

げ
ま
す
。
み
ん
な
で
声
媛
を
お
く
り
励

校
教
諭
)
、
減
純
江
(
常
磐
城
四
)

前

山
)
、
永
浜
清
(
福
田
)

マ

選

手

〔

バ

ス

ケ

ッ

ト

ポ

l
ル〕

場
博

一
、
石
井
信
昭
、
矢
島
正
雄
、
平

ま
し
ま
し
ょ
う
。

(
敬
称
略
)

〔
サ
ッ
カ
ー
〕

H
H
荻
原
啓
二
(
三
好
町
)

マ
選
手
H

石

田

優

(

常

国

一

二

)

林

和

夫

、

山
崎
薫
、
沓
掛
悦
生
、
回

〔

陸

上

〕

V

監

督

1
遠
山
善
助
(
大
手
二
、

〔
ボ
ク
シ
ン
グ
〕

夏

目

敏

(

中

野

)

鹿

幸

永

、

篠

原

義

明
、

上

野

功

(

以

マ
監
笹
川
H
鮎

沢

亨

(

上

回
干
曲
高

飯

島

秀

明

(中
央
北
二
)

マ
選
手

1
柳

マ

マ

ネ

ジ
ャ
ー

1
片
桐
行
雄
(
国
分
)

〔
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
〕

上
、
上
回
染
谷
丘
高
校
生
)
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M
t
L杭
抗
日
聞
か
前
五
五
千
時
二
れ
と

砂
砂

川前
U

7

徹

皆

う

公

の

あ

(

社

挙

、
く

な

の

募

ん

付

カ

、

タ

匿

、

し

ど

ど

金

違

a
a
F
h・
司
司
、

ど

金

ま

第

、

。

ゆ

る

補

が

の

、

巡

る

な

校

も

付

せ

寄

を

儀

ン

、

祝

す

な

な

ど

ル

h
副
司
司

な

ど

け

行

が

す

じ

よ

候

志

も

入

、

あ

係

学

の

寄

ま

、

惑

祝

レ

金

学

ま

社

者

な

一

1

者

な

い

発

た

ま

う

に

立

怠

る

法

と

係

関

、

て

の

け

た

迷

ご

カ

付

入

れ

会

補

付

ル

補

別

は

日

し

し

よ

挙

、

の

あ

の

て

関

も

。

会

べ

等

い

ま

に

。

、

、

寄

、

ま

、

候

寄

は

候

ん

て

引

ま

載

い

選

者

補

に

ど

べ

に

に

す

動

す

口

問

も

o

ど

す

費

わ

の

舞

含

体

や

や

と

や

せ

っ

引

き

掲

な

の

補

候

内

な

す

挙

期

ま

速

、

物

の

い

な

で

会

ち

告

見

が

因

。

家

元

こ

家

や

取

だ

て

度

ら

公

候

立

区

A
口

の

選

時

い

民

ど

銭

も

さ

者

要

の

う

広

お

付

た

す

治

中

る

。

治

儀

け

え

し

再

な

(

立

ら

挙

組

も

に

な

て

区

な

金

た

だ

補

必

事

、

刺

、

寄

。

け

ま

政

お

贈

す

政

祝

受

う

載

で

に

人

)

か

選

、

の

)

ん

れ

、

付

の

れ

く

候

が

行

金

名

付

の

ん

つ

り

報

掲

の

反

る

ど

ど

、

所

ど

象

ど

さ

り

寄

市

さ

て

立

と

、

献

、

答

品

せ

を

な

広

て

す

違

。

あ

な

な

は

業

な

対

、

止

踊

る

。

可

し

ゃ

こ

暮

の

呈

の

金

ま

名

と

、

つ

で

挙

い

に

員

動

ど

事

村

が

た

禁

盆

す

す

許

意

者

る

歳

へ

贈

儀

の

け

氏

象

は

た

う

選

さ

職

議

言

な

、

町

部

ま

が

、

対

ま

で

注

職

す

お

者

の

名

て

い

の

対

止

止

わ

よ

て

だ

公

会

、

人

体

市

全

、

と

祭

に

い

例

ん

公

慮

、

補

紙

人

べ

も

等

の

替
市
禁

に

い

し

く

に

市

人

る

団

・
人

ず

こ

ん

事

て

条

ぶ

も

配

元

候

色

他

す

東

者

止

の

の

固

な

解

て

で

、

る

れ

、

県

る

わ

る

お

行

れ

る

う

人

う

中

立

、

は

ど

約

補

禁

付

付

5

い

理

し

す

長

あ

わ

閣

・

あ

と

す

き

念

さ

す

ゆ

る

よ

お

の

供

た

な

の

候

も

寄

寄

ら

て

く

意

市

の

思

仏

国

に

を

を

記

止

閉

じ

め

い

他

提

ま

祝

付

付

か

れ

よ

注

L

2

3

4

|10月15日|

「
や
ま
び
こ
国
体
」
秋
季
大
会
開
幕

上
回
み市
ん、か
モら
~ 59 
Z入
手出
ヲ場

I ー (7)一一一一昭和53年10月16日 広報

寄金選挙G知識

政治家や候補者などに、

お祭りの寄付などを求め

ることは禁止されていま

す。
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あの手この手の販売方法

訪問販売に注意しよう

とわろう 〕ー
、-〔疑問を感じたらはっき

い
ろ
い
ろ
な
手
口
を
つ
か
っ
た
訪
問

販
売
に
よ
る
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
訪
問
販
売
の
被
害
者
に

な
ら
な
い
た
め
に
各
種
の
訪
問
販
売
の

特
徴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
す
こ

し
で
も
疑
問
を
感
じ
た
場
合
は
、
き
っ

ぱ
り
と
こ
と
わ
り
、
被
害
を
受
け
な

い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

えつー第 777号 (貯絡協針)一一一広報

V
福
祉
団
体
の
名
を

使
っ
た
訪
問
販
売

企

「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」
い
か
に
も
純

ほ
く
そ
う
な
娘
が
玄
関
に
立
っ
て
い
ま
す

「
実
は
身
体
障
害
者
施
設

O
O
で
作
っ

た
キ
ィ
ホ
ル
ダ
ー

(
ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
な
品
名
を
使
い
ま
す
)
で
す
。
あ
ま

り
う
ま
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
身
障

者
が
一
生
懸
命
作
っ
た
も
の
で
す
己

と
い
わ
れ
、
市
価
三
百
円
ぐ
ら
い
の
品

物
を
一
千
円
で
買
い
、
社
会
福
祉
に
協

力
し
た
つ
も
り
で
人
に
話
し
た
ら
、
そ

の
名
前
の
施
設
は
な
い
と
言
わ
れ
「
し

ま
っ
た
」
と
思
っ
た
が
も
う
お
そ
い
。

V
紳
士
録
掲
載
の

注
文
訪
問
販
売
企

人
品
卑
し
か
ら
ぬ
中
年
の
紳
士
が
、

名
刺
を
出
し
「
こ
の
程

O
O
か
で
き
て

か
ら

O
O年
に
な
り
、
記
念
と
し
て

O

O
何
年
史
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
な
た
の
輝

か
し
い
経
歴
を
収
録
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
一
冊
い
か
が
で

す
か
」
名
刺
に
は
、
ど
こ
か
の
官
庁
の
外
郭

団
体
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
名
称
が
あ
り

ま
す
。「
現
在
ま
で
に
こ
れ
だ
け
の
方
か
ら

ご
注
文
を
受
け
て
い
ま
す
」
と
、
注
文

者
名
簿
を
見
せ
る
。
見
る
と
、
新
聞
や

テ
レ
ヒ
で
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
人
名
や

県
内
で
名
の
通

っ
た
人
の
名
が
並
ん
て

い
る
。

注
文
す
る
と
「
代
金
は
、
今
回
に
限

り

O
万
円
の
と
こ
ろ
ム
万
ム
千
円
で
す

が
、
特
別
予
約
金
と
し
て
口
万
×
千
円

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い

。
編
集
に
一
年

ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
の
で
、
現
物
は
一

年
半
く
ら
い
で
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

残
金
は
そ
の
と
き
に
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

V
商
品
の

送
り
付
け
販
売
企

ま
っ
た
く
心
当
り
の
な
い
と
こ
ろ
か

ら
一
個
の
小
包
が
送
ら
れ
て
く
る
。
あ

て
名
、
住
所
は
間
違
い
な
い
。
送
り
主

は
、
東
京
都

O
O区
O
O資
格
試
験
取

得
研
究
会
。

中
を
聞
く
と

O
O資
格
試
験
学
習
テ

キ
ス
ト
、
問
題
集
、
振
替
用
紙
な
ど
が

あ
り
、
あ
な
た
は
、
あ
る
人
の
照
会
に

よ
り
当
研
究
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
教
材
を
送
り
ま
し
た
。
別
紙
記
載

の
金
額
を
同
封
の
振
替
用
紙
で
送
金
し

て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
に
、
テ
キ
ス
ト
終

了
者
に
は
終
了
証
書
を
送
り
、
国
家
試

験
合
格
の
際
は
、
当
会
め
推
薦
に
よ
り

有
利
な
条
件
で
就
職
で
き
る
な
ど
、
有

利
な
所
だ
け
大
き
な
文
字
や
色
刷
り
で

目
立
つ
よ
う
印
制
し
て
あ
る
の
で
阜
の

み
こ
み
を
し
て
送
金
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
通
信
販
売
の
一

一時

で
す
が

「
託
セ
し

4
1
の
に
品
物
そ
送
っ
て
f

る
」
点
か
一
般
の
通
い
い
版
売
と
ち
が
い

ま
す
。こ
の
場
合
は
、
代
金
を
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
間
物
を
三
か
月
間

破
損
し
な
い
よ
う
に
保
管
し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
三
か
月
過
ぎ
る

と
送
り
主
は
、
引
き
取
り
を
請
求
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
処
分
し
て
も
よ
く

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
管
の
期
間
は

内
容
証
明
郵
便
な
ど
で
引
き
取
り
の
請

求
を
す
れ
ば
一
か
月
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

身分の確認

や

団イ本などの

所在を確認しよう

こ
の
よ
う
に
、
人
情
を
か
ら
め
た
り

名
誉
心
を
く
す
ぐ

っ
た
り
、
あ
の
手
こ

の
手
を
考
え
、
取
扱
い
品
目
も
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
訪
問
販
売
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
、

訪
問
販
売
者
が
訪
れ
た
ら
ま
ず
「
身
分

証
明
書
な
ど
の
提
示
を
求
め
て
、
身
分

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
団
体
な
ど
の

所
在
を
屯
話
な
ど
で
確
認
し
て
か
ら
、

内
谷

の
応
対
を
し
ま
し
ょ
う
」
。
ま
た

す
こ
し
で
も
疑
わ
し
い
と
思

っ
た
ら
き

っ
ぱ
り
こ
と
わ
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
L

お
閉
会
せ
"
H
生
活
交
通
謀
生
活
係

含

φ
問
一

O
O
内
線
二

し
七」

注意しよう

家族表札の

訪問販売

最
近
、
郵
便
局
員
の
服
装
を
ま
ね

た
ま
ぎ
ら
わ
し
い
服
装
や
腕
章
を
し

て
「
家
族
表
札
」
を
半
ば
強
制
的
に

訪
問
販
売
し
て
い
る
者
が
い
ま
す
が

郵
便
局
で
は
、
表
札
の
訪
問
販
売
は

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

営
林
署
で
は
、
緑
化
木
首
木
の
即

売
会
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、

家
庭
や
職
場
の
緑
化
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

緑化木を即売

東部町和

(
上
回
郵
便
局
)

緑化事業所

10月26日同・29日(日)

き

l
十
月
二
十
六
日
同
・
二
十

九
日
川
午
前
九
時
1
午
後
三
時

と
こ
ろ

1
泉

部

町

和

緑

化

弘
之
所

と
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